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⚫国連大学サステイナビリティ高等研究所

学位授与式 入学式

野村ホールディングス株式会社
飯原 博さんと

 Jason Orolfo Salvadoraさん

日本電子株式会社小林彰宏さんと
MAGESA, Bahati Allyさん

学生たちの多くは、日本で新型コロナウイルスが猛威を振るっている時期と修学期間
とが重なったため苦労を余儀なくされました。オンライン授業が続き一緒に学ぶ仲間と会
うこともままならない時期が長く続き、心細い時もあったそうです。しかし、そのような
中にあっても、研究にかける情熱を失わず、コロナ関連の規制が緩和されてからは日本で
の時間を有意義に過ごしたようで、その一助になればとJFUNUでは 日本文化体験プログ
ラム「JFUNU StudyTour2023」として、6月に歌舞伎鑑賞会、7月に京都大学防災研究所
の見学を企画・実施しました。

学生たちは、母国と国際社会のために貢献するという目標を持ちつつ、母国へ戻り

研究活動を続けたり、後進の指導にあたったり、進路を模索したり、と新たな生活を

スタートさせています。JFUNUスタッフは、彼らが日本での経験を糧に、ますます活躍

することを願ってやみません。

jfScholarship生

UNU-IAS大学院プログラムで学
ぶ主に発展途上国出身者を対象
に、jfScholaship賛助会員の
ご寄付をもとに、日本滞在中の
生活費支援として奨学金を支給
しています。

全員が一様に、この奨学金が自分たちにとって単なる金銭的価値以上のものを提供
してくれたことを感謝するとともに、今後についても触れています。
YUSSIFさんは「大学の教員として調査、教育に従事するが、将来的には国際機関
に参加して人と地球のサステイナビリティのために活動したい」MAGESAさんは、
「母国(タンザニア)に戻り、半乾燥地域の農業政策と沿岸地域の水安全保障の課題
に焦点を当てたサステイナビリティ学の分野で講師および研究者となる」Jasonさ
んは「日本滞在中に12都道府県を訪問することで、文化の違いを知り、多くの人た
ちとの出会いを通して、今まで以上に母国と国際社会に積極的に貢献したいと思っ
ている」

国連大学サステイナビリティ高等研究所（UNU-IAS）

2023年7月26日、国連大学サステイナビリティ高等研究所大学院プログラム学位授与式（修了式）が、国連大学本部

ビル5階エリザベス・ローズ国際会議場で執り行われ、博士課程5名と修士課程9名が学位を取得しました。

 この14名のうち、国連大学協力会（JFUNU）から奨学金を受けたjfScholarship生は、博士課程のMAGESA, 

Bahati Allyさん(タンザニア出身）、AKROFI, Mark McCarthyさん（ガーナ出身）、YUSSIF, Kamaldeenさ

ん(ガーナ出身）、そして修士課程のSalvadora,Jason Orolfoさん(フィリピン出身）の4名です。

     ご支援いただいているjfScholarship賛助会員の方々にもお目にかかり、直接祝福と激励のお言葉をいただくとともに、

jfScholarship生からはThank you letterを手渡し感謝の気持ちを伝えることができました。

✉Thank you letterより✉



修了式に先立ち、2023年7月25日、AKROFI, Mark McCarthyさんは3年間ご支援をいただいた

トヨタ自動車株式会社に修了の報告とご支援のお礼を述べるため、東京本社を訪問しました。

いつもは穏やかでリーダーシップを発揮しているAKROFIさん。

この日は緊張の面持ちでしたが、トヨタ自動車株式会社渉外部の皆様に

温かく迎えていただき、嬉しそうに握手を交わすと緊張もほぐれたようで、

研究成果として都市の太陽光発電についてや今後の抱負について語りました。

「奨学金のお陰で勉学と研究に集中して取り組めました。国連大学での研究

について、母国ガーナに帰ってさらなる研鑽を積み実現させたい」

「ガーナでは生魚を食べる習慣がありませんでしたが、この3年間で

お刺身が一番好きになりました」と日本での生活も交えながら時折

照れくさそうに話していました。

トヨタ自動車株式会社の皆様から、「日本での修学に貢献できたことを嬉しく思います。帰国後、

ますますご活躍されることを祈っています。卒業後もこのご縁を大切にしていきましょう。」と、

エールが送られました。

2023年9月1日、国連大学サステイナビリティ高等研究所の大学院プログラムの修士課程および博士課程の入学式が、

国連大学本部ビル5階エリザベス・ローズ国際会議場で行われました。今年も世界各国から多くの応募があり、高い水準の

中で、修士課程には87名の応募から6名が、博士課程には82名の応募から5名が入学しました。

新入生11名のうち、jfScholarship 生は4名。博士課程のMOEEN, Muhammad Saad さん(パキスタン出身)と

RAJIPUT, Ritikaさん(インド出身)、修士課程のAFAQ, Muhammadさん(パキスタン出身)とORIBE AGUILAR, 

Kitzia Irina さん(メキシコ出身)です。

入学式終了後のオリエンテーションにおいて、UNU Alumni Association(UNU同窓会)を紹介する時間をいただき、

杉村美紀会長から設立経緯や活動を説明し仲間入りを呼びかけました。

AKROFI, Mark McCarthyさん
トヨタ自動車株式会社東京本社を訪問

国連大学サステイナビリティ高等研究所

大学院プログラム入学式2023

UNU Alumni Association
(UNU同窓会)

国連大学が行う教育プログラムの修了
生ネットワーク。JFUNUが事務局と
なっています。
2023年10月現在の登録者数1,444名。

後日、JFUNUの事務所に4人全員が来てくれました。

これから、日本文化体験や企業見学などいろいろなプログラム

を企画していると伝えると、楽しみにしていると嬉しい返事を

もらいました。学生たちにとって、これから日本で過ごす時間

が有意義なものとなるように、JFUNUスタッフもお手伝いして

いきたいと思います。

トヨタ自動車株式会社の皆様と
指導教授と一緒に

国連大学サステナビリティ高等研究所大学院プログラムの学生たちを支援する目的で
複数の企業や個人の方々より継続的にご寄付いただく制度。学生の日本滞在中の
生活費支援および大学院の教育活動支援に使用します。
JFUNUへの寄付には公益財団法人としての税制上の優遇措置が適用され、
寄付者は所得税・法人税の控除が受けられます。個人の寄付については内閣府より
税額控除制度の適用も認められています。

https://www.jfunu.jp/support/

詳しくは
こちら

jfScholarship for UNU賛助会員制度
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